
 

 

 

 

 

 

 

 通常、売買等により農地を取得する場合は農地法 3条の許可が必要になりますが、相続（遺産分

割、包括遺贈含む）、時効取得などによる、許可を要せずに農地を取得した場合には、その農地を

管轄する農業委員会にその旨を届出する必要があります。 

（届出様式は農業委員会にあります。いなべ市のホームページからダウンロードしていただいても

結構です。） 

  

・ 農地法第３条の３第１項の規定による届出書（農地の相続等の届出書） 

申請書   

（書式）名 

農地法第３条の３第１項の規定による届出書 

（農地の相続等の届出書） 

概要 ●相続等により農地の権利を取得した者は、農業委員会にその旨を届出する

ことが必要となります。 

●届出を怠ったり、虚偽の届出をした者は、１０万円以下の過料に処せられま

す。 

取扱い窓口 ●いなべ市農業委員会事務局 

申請等に   

必要なもの 

●相続登記済みの登記簿謄本の写しなど、相続したことの確認ができる書面 

 

手続きの  

根拠規定    

（条例等） 

●農地法第３条の３ 

●農地法第６９条 

 

 


